
(57)【要約】

【課題】従来のパノラマレンズの形状を改良して画角の

広い鮮明画像を得ることと、内視鏡にも利用可能なよう

に、カメラ前方の被写体も捕えるようにすることにある

。

【解決手段】上面を第１凹型反射面、底面を第２凹型透

光面、側面を樽型透光面としたパノラマレンズであって

、前記第１凹型反射面と第２凹型透光面は、球体面、楕

円回転体面、放物線回転体面、双曲線回転体面のいずれ

かになっており、前記樽型透光面は、前記第２凹型透光

面とその中心軸との交点０から第１凹型反射面に向けて

投光したときの、前記交点０から第１凹型反射面の任意

の点までの距離と、第１凹型反射面からの反射光の樽型

透光面までの距離の和が等しくなる点で形成する面とな

っていることを特徴とするパノラマレンズであって、前

記第１凹型反射面の中央部に透光面を備え、広角レンズ

を組込むなどの手段によって、カメラ前方も視界に捕え

るパノラマレンズ。

【選択図】　　図１０
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 面 を 第 １ 凹 型 反 射 面 、 底 面 を 第 ２ 凹 型 透 光 面 、 側 面 を 樽 型 透 光 面 と し た パ ノ ラ マ レ ン ズ
で あ っ て 、 前 記 第 １ 凹 型 反 射 面 と 第 ２ 凹 型 透 光 面 は 、 球 面 、 楕 円 回 転 体 面 、 放 物 線 回 転 体
面 、 双 曲 線 回 転 体 面 の い ず れ か に な っ て お り 、 前 記 樽 型 透 光 面 は 、 前 記 第 ２ 凹 型 透 光 面 と
そ の 中 心 軸 と の 交 点 ０ か ら 第 １ 凹 型 反 射 面 に 向 け て 投 光 し た と き の 、 前 記 交 点 ０ か ら 第 １
凹 型 反 射 面 の 任 意 の 点 ま で の 距 離 と 、 第 １ 凹 型 反 射 面 か ら の 反 射 光 の 樽 型 透 光 面 ま で の 距
離 の 和 が 等 し く な る 点 で 形 成 さ れ る 面 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る パ ノ ラ マ レ ン ズ 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の 第 １ 凹 型 反 射 面 は 、 少 な く と も そ の 光 軸 回 り が 、 パ ノ ラ マ レ ン ズ を カ メ ラ に 使
用 し た と き に 被 写 体 を 透 視 す る た め の 透 光 面 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る パ ノ ラ マ レ ン
ズ 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ の パ ノ ラ マ レ ン ズ は 、 第 １ 凹 型 反 射 面 の 透 光 面 の 光 軸 上 に の せ て 使 用 す る 凹 レ ン
ズ を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る パ ノ ラ マ レ ン ズ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は ３ ６ ０ ° 全 方 位 の 画 像 を 入 力 、 出 力 す る た め の パ ノ ラ マ レ ン ズ に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 か ら 潜 水 艦 な ど の 潜 望 鏡 用 と し て 、 樽 型 外 形 と 円 錐 鏡 を 有 す る パ ノ ラ マ レ ン ズ を 対 物
レ ン ズ と 接 眼 レ ン ズ に 使 用 す る こ と で 画 像 の 歪 み を 相 殺 す る 方 法 を 特 徴 と す る も の が あ る
。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 該 パ ノ ラ マ レ ン ズ は 仰 角 ４ ５ ° の 円 錐 鏡 と 縦 横 の 曲 率
半 径 が 等 し い 樽 型 側 面 で 形 成 さ れ て お り 、 そ の 回 転 軸 周 囲 の 画 角 は ３ ６ ０ ° で あ る が 、 仰
角 と 俯 角 の 画 角 は 両 角 を 加 え て も ３ ０ ° 程 度 で あ り 、 飛 行 機 な ど 上 空 の も の を 見 る 場 合 は
死 角 に な る 欠 点 が あ っ た 。 こ の 欠 点 は 円 錐 鏡 を 使 用 し て い る た め で 、 反 射 鏡 を 曲 面 に す る
と 画 角 は 広 が る が 、 側 面 を 反 射 鏡 に 合 わ せ た 非 球 面 の 透 光 面 に し な け れ ば 結 像 し な い た め
に 鮮 明 な 画 像 は 得 ら れ ず 、 そ の 双 方 の 面 の 形 状 は 特 定 さ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
近 年 に な っ て 、 凸 面 鏡 や 双 曲 面 鏡 な ど の い わ ゆ る 表 面 反 射 鏡 を 備 え 、 そ の 表 面 反 射 鏡 と 相
対 す る カ メ ラ の レ ン ズ に ３ ６ ０ ° 全 方 位 の 光 を 結 像 さ せ る よ う に し た 全 方 位 カ メ ラ や 全 方
位 セ ン サ ー が 開 発 さ れ た 。 こ の 方 法 は 前 記 非 球 面 の 透 光 面 を 必 要 と し な い の で 、 前 記 の 結
像 し な い と い う 問 題 の 解 決 に は 有 効 で あ る 。 し か し 、 こ の よ う な 全 方 位 カ メ ラ や 全 方 位 セ
ン サ ー は 、 前 記 表 面 反 射 鏡 を 固 定 す る た め に 透 明 な 筒 体 で 連 結 す る 必 要 が あ る が 、 そ の 透
明 な 筒 体 の 内 部 に 迷 光 が 入 り 込 み 、 画 質 に 影 響 を 与 え る と い う 問 題 が あ る 。 そ の 原 因 と し
て 、 前 記 透 明 な 筒 体 の 外 部 か ら 内 部 に 入 射 す る 光 線 が 、 そ の 透 明 な 筒 体 の 外 面 と 内 面 で の
反 射 ま た は 屈 折 の 作 用 に よ り 、 光 路 が 乱 さ れ て 迷 光 と な る こ と に あ る 。 こ の よ う な 問 題 に
対 し 、 表 面 反 射 鏡 の 頂 部 に 筒 体 内 面 反 射 防 止 用 の 棒 状 体 を 設 け た も の が 発 明 さ れ て い る 。
し か し 、 構 造 が 複 雑 に な る こ と に 加 え て カ メ ラ 前 方 が 見 え な い と い う 欠 点 が あ る 。 （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 従 来 の 表 面 反 射 鏡 を 利 用 し た 全 方 位 カ メ ラ や 全 方 位 セ ン サ ー 及 び パ ノ ラ マ レ ン ズ は
、 回 転 軸 周 囲 の 全 方 位 ３ ６ ０ ° と カ メ ラ 前 方 の 被 写 体 を 同 時 に 捕 え る も の は 実 用 化 さ れ て
い な い の で 内 視 鏡 な ど に 利 用 す る に は 不 都 合 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ３ ８ ０ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ３ ０ ８ ６ ２ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 目 的 は 従 来 の パ ノ ラ マ レ ン ズ の 形 状 を 改 良 し て 画 角 の 広 い 鮮 明 画 像 を 得 る こ と と
、 内 視 鏡 に も 利 用 可 能 な よ う に 、 カ メ ラ 前 方 の 被 写 体 も 捕 え る よ う に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 は 次 の よ う な も の で あ る 。
（ １ ） 上 面 を 第 １ 凹 型 反 射 面 、 底 面 を 第 ２ 凹 型 透 光 面 、 側 面 を 樽 型 透 光 面 と し た パ ノ ラ マ
レ ン ズ で あ っ て 、 前 記 第 １ 凹 型 反 射 面 と 第 ２ 凹 型 透 光 面 は 、 球 面 、 楕 円 回 転 体 面 、 放 物 線
回 転 体 面 、 双 曲 線 回 転 体 面 の い ず れ か に な っ て お り 、 前 記 樽 型 透 光 面 は 、 前 記 第 ２ 凹 型 透
光 面 と そ の 中 心 軸 と の 交 点 ０ か ら 第 １ 凹 型 反 射 面 に 向 け て 投 光 し た と き の 、 前 記 交 点 ０ か
ら 第 １ 凹 型 反 射 面 の 任 意 の 点 ま で の 距 離 と 、 第 １ 凹 型 反 射 面 か ら の 反 射 光 の 樽 型 透 光 面 ま
で の 距 離 の 和 が 等 し く な る 点 で 形 成 さ れ る 面 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る パ ノ ラ マ レ ン
ズ （ 以 下 第 １ の 発 明 と い う ） 。
（ ２ ） 上 記 第 １ の 発 明 の 第 １ 凹 型 反 射 面 は 、 少 な く と も そ の 光 軸 回 り が 、 パ ノ ラ マ レ ン ズ
を カ メ ラ に 使 用 し た と き に 被 写 体 を 透 視 す る た め の 透 光 面 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る
パ ノ ラ マ レ ン ズ （ 以 下 第 ２ の 発 明 と い う ） 。
（ ３ ） 上 記 第 ２ の 発 明 の パ ノ ラ マ レ ン ズ は 、 第 １ 凹 型 反 射 面 の 透 光 面 の 光 軸 上 に の せ て 使
用 す る 凹 レ ン ズ を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る パ ノ ラ マ レ ン ズ （ 以 下 第 ３ の 発 明 と い う ）
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ １ ） 第 １ の 発 明 に よ っ て パ ノ ラ マ レ ン ズ 形 状 を 特 定 し た こ と に よ り 、 樽 型 透 光 か ら 入 射
し て 、 第 １ 凹 型 反 射 面 で 反 射 し 、 第 ２ 凹 型 透 光 面 を 通 過 し た 光 線 は 規 則 性 を 持 っ て 拡 散 し
、 本 パ ノ ラ マ レ ン ズ 内 に 虚 像 を 結 ぶ 。 虚 像 を 結 ぶ 光 線 は カ メ ラ そ の 他 の 光 学 系 で 結 像 さ せ
る こ と が 可 能 で あ り 鮮 明 画 像 が 得 ら れ る 。 従 来 の も の に 比 べ 、 本 パ ノ ラ マ レ ン ズ の 画 角 は
仰 角 と 俯 角 と を 加 え て 約 ９ ０ ° に 広 が り 、 回 転 軸 周 囲 の 画 角 は 従 来 と 同 様 に ３ ６ ０ ° で あ
る 。 表 面 反 射 鏡 と 透 明 な 筒 体 を 使 用 し た も の に 比 べ 、 迷 光 の 発 生 原 因 と な る 面 の 数 が 半 分
に な り 画 質 へ の 影 響 が 少 な く な る 。 し か も 、 部 品 が 減 る た め に 小 型 化 す る の に も 有 利 で あ
る 。 型 で 成 形 す る な ら ば 量 産 も 容 易 で あ る 。
（ ２ ） 第 ２ の 発 明 に よ り 、 カ メ ラ 前 方 の 被 写 体 を 約 ９ ０ ° の 画 角 で 捕 え る こ と が 可 能 と な
っ た 。
（ ３ ） 第 ３ の 発 明 に よ っ て 、 樽 型 透 光 面 か ら 入 射 し た 光 線 と 第 １ 凹 型 反 射 面 中 央 に あ る 透
光 面 か ら 入 射 し た 光 線 の ピ ン ト を 合 わ せ る こ と が 可 能 と な り 、 双 方 の 画 像 を 同 時 刻 の 一 体
画 像 と し て 捕 え る こ と が 出 来 る よ う に な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ ～ 図 ７ は 第 １ の 発 明 の 実 施 例 １ を 示 す も の で あ り 、 図 １ は 側 面 図 、 図 ２ は 平 面 図 、 図
３ は 底 面 図 、 図 ４ は 図 ２ 中 の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ５ は 図 ４ の 部 分 拡 大 図 、 図 ６ は 本
パ ノ ラ マ レ ン ズ の 上 面 、 側 面 、 底 面 の 形 状 を 示 す 詳 細 図 、 図 ７ は 本 パ ノ ラ マ レ ン ズ の 機 能
を 示 す 光 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 に お い て 、 パ ノ ラ マ レ ン ズ １ ２ は 透 明 な 素 材 で 形 成 す る 。 そ の 素 材 は 全 て の 光 を 遮 ら な
い も の で あ れ ば 、 色 が あ る も の で も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 に お い て 、 上 面 １ と 底 面 ２ は 球 面 で あ る 。 ま た 、 上 面 １ の 曲 率 半 径 を Ｒ １ 、 基 準 点 ０ か
ら 上 面 １ の 中 心 点 ま で の 距 離 を Ｄ と す る と Ｒ １ 対 Ｄ は ３ 対 ５ で あ る 。 こ の 比 率 は Ｒ １ よ り
Ｄ が 大 き け れ ば 任 意 で よ い 。 ま た 、 底 面 ２ の 曲 率 半 径 を Ｒ ２ 、 パ ノ ラ マ レ ン ズ １ ２ を 形 成
す る 素 材 の 屈 折 率 を ｎ と す る と 、 Ｒ ２ の 数 値 は 数 １ の 式 で 決 定 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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【 数 １ 】
Ｒ ２ ＝ Ｒ １ ／ （ ｎ － １ ）
【 ０ ０ １ ３ 】
図 に お い て 、 他 光 学 系 と の 接 続 部 ６ を 設 け て カ メ ラ な ど の 他 光 学 系 １ ４ と の 接 続 を 容 易 に
し た 。 こ れ ら の 接 続 方 法 は 特 に 限 定 は し な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ５ に お い て 、 上 面 １ は 底 面 ２ 側 へ 向 く 反 射 面 を 形 成 す る 。 そ の 反 射 面 は ク ロ ム メ ッ キ 、
ア ル ミ メ ッ キ 、 銀 メ ッ キ 、 ま た は そ れ ら の 蒸 着 処 理 を 施 し た 反 射 コ ー テ ィ ン グ 層 ４ に 重 ね
て 艶 消 し 塗 装 な ど の 反 射 防 止 コ ー テ ィ ン グ 層 ５ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ６ に お い て 、 上 面 １ と 側 面 ３ を 示 す 曲 線 の 交 点 を Ｔ と し 、 基 準 点 ０ か ら 上 面 １ に 向 け て
投 光 し た と き の 基 準 点 ０ か ら 上 面 １ の 任 意 の 点 ま で の 距 離 を そ れ ぞ れ ｋ １ 、 ｋ ２ 、 ｋ ３ 、
… ｋ ｎ と し 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 上 面 １ か ら の 反 射 光 の 側 面 ３ ま で の 距 離 を ｈ １ 、 ｈ ２ 、
ｈ ３ 、 … ｈ ｎ と す る と 、 側 面 ３ は 双 方 の 距 離 の 和 が 線 分 ０ Ｔ に 等 し く な る 点 で 形 成 さ れ る
面 で あ る 。 数 ２ 参 照 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 数 ２ 】
０ Ｔ ＝ ｋ １ ＋ ｈ １ ＝ ｋ ２ ＋ ｈ ２ ＝ ｋ ３ ＋ ｈ ３ ＝ ‥ ‥ ＝ ｋ ｎ ＋ ｈ ｎ
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ７ は 第 １ の 発 明 の 機 能 を 示 す 光 路 図 で あ る 。 図 ７ に お い て 、 被 写 体 ７ は 虚 像 点 ９ に 、 被
写 体 ８ は 虚 像 点 １ ０ に そ れ ぞ れ 虚 像 を 結 ぶ 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ８ は 第 ２ の 発 明 の 実 施 例 ２ の 側 面 図 を 示 す 。 図 ８ に お い て 、 基 準 点 ０ か ら の 投 光 を 上 面
１ で 反 射 さ せ て 底 面 ２ に 拡 散 さ せ た 場 合 、 他 光 学 系 と の 接 続 部 ６ の 面 積 を 照 ら す 反 射 面 の
面 積 を 上 面 １ 部 透 光 面 ９ の 大 き さ に し た 。 こ れ に よ り カ メ ラ 前 方 の 被 写 体 を 捕 え る こ と が
可 能 に な っ た 。 上 面 １ の 反 射 面 に は 反 射 コ ー テ ィ ン グ 層 ４ と 反 射 防 止 コ ー テ ィ ン グ 層 ５ を
形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ９ は 第 ２ の 発 明 の 実 施 例 ２ の 平 面 図 を 示 し 、 図 ２ に 対 応 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ ０ は 第 ３ の 発 明 の 実 施 例 ３ の 側 面 図 を 示 す 。 図 に お い て 、 追 加 広 角 レ ン ズ １ ３ を 用 い
て 上 面 １ か ら の 入 射 光 と 側 面 ３ か ら の 入 射 光 の ピ ン ト を 一 致 さ せ た 。 こ の 追 加 広 角 レ ン ズ
１ ３ の 素 材 は パ ノ ラ マ レ ン ズ １ ２ と 必 ず し も 同 じ で な い も の で も よ く 、 ま た ２ 枚 以 上 の 光
学 系 で 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ ０ に お い て 、 底 面 ２ 側 へ カ メ ラ な ど 他 光 学 系 １ ４ を 設 け 、 そ の ピ ン ト を パ ノ ラ マ レ ン
ズ １ ２ の 虚 像 点 の 位 置 に 合 わ せ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 第 １ の 発 明 の 実 施 例 １ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 発 明 の 実 施 例 １ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 発 明 の 実 施 例 １ の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ の 発 明 の 実 施 例 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 上 面 １ に 施 し た コ ー テ ィ ン グ 層 を 示 す 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ の 発 明 の 実 施 例 １ の 形 状 を 特 定 す る 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 １ の 発 明 の 実 施 例 １ の 機 能 を 示 す 光 路 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ２ の 発 明 の 実 施 例 ２ の 側 面 図 で 、 図 １ に 対 応 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ２ の 発 明 の 実 施 例 ２ の 平 面 図 で あ り 、 図 ２ に 対 応 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ３ の 発 明 の 実 施 例 ３ の 側 面 図 で あ り 、 追 加 広 角 レ ン ズ 及 び 他 光 学 系 と の 構 成
を 示 す 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ０ 　 基 準 点
　 １ 　 上 面
　 ２ 　 底 面
　 ３ 　 側 面
　 ４ 　 反 射 コ ー テ ィ ン グ 層
　 ５ 　 反 射 防 止 コ ー テ ィ ン グ 層
　 ６ 　 他 光 学 系 と の 接 続 部
　 ７ 　 被 写 体
　 ８ 　 被 写 体
　 ９ 　 虚 像 点
１ ０ 　 虚 像 点
１ １ 　 上 面 １ 部 透 光 面
１ ２ 　 パ ノ ラ マ レ ン ズ
１ ３ 　 追 加 広 角 レ ン ズ
１ ４ 　 他 光 学 系
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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摘要(译)

要解决的问题：改善传统全景镜头的形状，以获取具有宽视角的清晰图
像，并在相机前面捕获物体，以便将其用于内窥镜。 一种全景透镜，其
在上表面具有第一凹面反射表面，在底表面上具有第二凹面光透射表
面，并且在侧面上具有镜筒光透射面，其中第一凹面反射表面和第二凹
面光透射表面为 球形表面，椭球形旋转器表面，抛物线旋转器表面或双
曲线旋转器表面，其中，桶形透光表面是从第二凹入光透射表面与其中
心轴的交点0开始的第一凹入形状。 当光朝向反射面投射时，从交点0到
第一凹面反射面的任何点的距离与从第一凹面反射面到反射光的桶形透
明面的距离之和为 一种全景镜头，其特征在于，它是由相等的点形成的
表面，其中在第一凹面反射表面的中央部分提供透明表面，并且诸如并
入广角镜的装置也允许照相机的前部。 全景镜头可捕捉您的视野。 [选
择图]图10
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